































生きのよいバクテ リアは水の中を数 10〟/′sec の速さで革進運動する｡これらの中
には教本のベン毛をもつ種類 (Salmonella 型 )と1本のベン毛をもっ種類
(Pseudnmonas型 )とがある｡嶋田,吉田.-海は 2つの型のバクテリアの運動を顕
微鏡映画にせって詳 しく解析 した｡他方簡単なモデル- 一定のらせん形態をしたベン
毛線維が菌体に嘩して特定の方向に回転 し,らせん波が後方に伝播する- にもとづい






最後にすでに提案しているベン毛模型 (フラジェリン分子の二型性を仮定 したもの )
にもとづいて,らせん運動の (a) 一方向伝播.tb) ェネルギー源に関する考察をお
こなう｡
オル ガネラの形成 と調節
東京大学薬学部 水 野 伝 -
分子生物学は,行きづまっていると言われる.生命を分子 levelで理解するには,
Watson-Crick のDNAモデルやJacob -Monodの生体調節機構では,不充分だ
からであろうOおこがましくも,本研究は,生命の分子 level での理解に.新 しい考
え方を導入 し,将来の生物学に丁一つの展望を与えようとするものである｡
生体 を構成する分子は,多くCrick のいう鋳型でつくられる｡DNAはDNA自身
を鋳型 とし,タンパクはRNAを鋳型 とするが.RNAはDNAを鋳型 としているoそ
うした鋳型でつ くられた生体高分子が,組み合されたオルガネラや細胞はI結局もとの
DNAの情報のままに,均一につ くられて行 くOそういう風に,一般には理解 されてY､
る｡しかし現実には,同じ潰伝形質をもつ二つの個体が,環境変化に応 じて,性状 を異
にすることには,余 り注意が向けられない｡遺伝と環境 とは,生物を支配する二つの重
要なモメントである｡そ-して,今 日の生物学の残された重要な課題,たとえば,分化,
癌化,老化,免疫,記憶.ホルモン作用などは,ことごとく環境変化 とそゐ対応とを考
えずして,説明がっ く問題 ではないのである｡鋳型を離れて,も?と流動的なレールに･
生物は実は乗っているのではなかろうか｡本研究は,そこを解きほぐして行 きたいので
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